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あらまし：新人作業者と熟練作業者との間には技術に大きな差があり, 熟練作業者の技術を新人作業者に
伝承していくことは，企業の将来にとって必要不可欠となる．しかしながら，技術を伝承するすべはしっ

かりと確立されていない．そこで，本研究では新人作業者と熟練作業者の視線情報を分析し，暗黙知の形

式化を促し技術伝承支援を目的としたWEBコンテンツを構築する．外国人技能実習生など日本語が不自
由な方でも扱えるよう API を活用し多言語化, コンテンツのメンテナンス性を考え Docker コンテナおよ
び GitHubを活用する. 
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1. はじめに 
新人作業者と熟練作業者とでは，技術の違いに大

きな差があるということはもちろんであるが，熟練

作業者の技術を確実に新人作業者へと伝承するすべ

はしっかりとはない．しかしながら，熟練作業者の

技術を新人作業者に伝承していくことは，様々な企

業の将来にとっても必要不可欠だ． 
本研究の目的は，熟練作業者の技術を新人作業者

へと伝承するための技術伝承支援コンテンツを作成

し評価することである．評価するために大学近郊の

精密機械製造会社の計測器を調整する工程を取り上

げ，アイトラッカーによる視線解析を活用すること

で，新人作業者と熟練作業者の違いを考慮する．視

線解析から得られた結果から，暗黙知の形式化を促

し，技術伝承に必要な知識習得支援を目的とした

WEBコンテンツの作成手順を体系化する. 
学習支援コンテンツは，外国人実習生など日本語

が不自由な方でも扱えるよう，API によるコンテン
ツ内のテキスト，画像の多言語化を行う．また, 実
際の現場で使用することを想定し, 修正などのメン
テナンスを遠隔で容易に行うことの可能なコンテン

ツにする.  
 

2. 技術伝承支援コンテンツ 
技術伝承支援コンテンツの作成目的としては，視

線を用いたコンテンツを作成することで，熟練作業

者の持つ暗黙知を形式化するためである．ただ文字

が並んでいるだけの普遍的なコンテンツとは違い，

解析した視線データ付きのコンテンツを活用するこ

とによって，新人作業者に熟練作業者が持つ暗黙知

を伝承することが目的である． 
技術伝承支援コンテンツは，WEBブラウザで閲覧

ができ，画像を用いて作業についての知識を習得す

るページと，動画を用いてスキルを習得するページ

から構成される． 
コンテンツを外国人技能実習生などの日本語が不

自由な方でも利用できるよう，API によるコンテン
ツの自動翻訳を行う． 
また, メンテナンス性を考慮し, Docker と GitHub

を用いることで配信・修正などのメンテナンスを容

易とする. 
図 1のフローチャートの手順で技術伝承支援コン

テンツの作成を行った.  
 

 
図 1 コンテンツ作成のフローチャート 

 
図 2 が実際に作成したコンテンツの画像である. 

画面左側のメニューバーから作業マニュアル, 解説
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動画, 参考書のページへ移動することができる. 
 
 

 
図 2 マニュアル画面 

 
図 3は実際にコンテンツに修正を加える際の流れ

を示した図である. 
 

 
図 3 マニュアル画面 

 
➁コンテンツの修正, ➂修正したもののアップロ

ードはデベロッパが行い, ➃バッチファイルの実行
は自動化することができるため, ユーザはデベロッ
パに対して修正を要請するのみでコンテンツの修正

を行うことができる. 
 

3. 評価 
3.1 評価方法 
技術伝承支援コンテンツの作成後，実際に大学近

郊精密機器製造会社の社長に，技術伝承支援コンテ

ンツを評価して頂いた． 
3.2 評価結果 

WEBコンテンツとして作成したことにより，API
を活用した画像の翻訳などの機能を追加することが

できた．Google Cloud platform が提供する翻訳 API
を用いたことにより，外国人技能実習生が理解する

には十分な精度が期待できるとの評価が頂けた． 

しかし，実際に外国人実習生による利用が行えて

いないため，現状では確実な学習効果があるのかが

懸念だとして挙げて頂いた． 
 

4. まとめ 
本研究は，熟練作業者の暗黙知の形式化を促し，

新人作業者へと技術を伝承することが大きなテーマ

であり，現状，暗黙知を形式化することは難しく，

新人作業者への技術伝承も難しいことが問題点であ

る． 
技術の伝承を容易にするために，本研究では視線

を用いた技術伝承支援コンテンツを作成するという

形で，この問題の解決に挑戦した．結果，熟練作業

者の視線を考慮し，技術伝承に必要な知識の一部を

形式化及び多言語化に対応したコンテンツの作成を

行えた．また，システムのメンテナンス性を考慮し,
コンテンツの配信・修正などのメンテナンスを容易

に行うことを可能とした. 
考察として, コンテンツの作成に協力を頂いた精

密機器製造会社を含め, 大学付近では機械化するこ
とのできない手作業の技術を扱っている企業が多く

あり, そういった企業を支えているのは外国人の労
働者である. 外国人技能実習生は 5 年しか日本に入
ることができないため, 習得に 3 年かかるような技
術を扱っている企業の場合, コンテンツを用いて自
習できるようにすることでのメリットは大きいと考

えられる. 反対に, コンテンツの作成にはかなりの
手間がかかることが予想されるため, 技術を伝承す
る人数が少ない場合や, 技術を習得した人が長く勤
務する場合にはコスト面が上回ってしまうことが考

えられる. 
今後の課題として，外国人技能実習生に今回作成

した技術伝承支援コンテンツを利用してもらい，具

体的な学習効果を実証していきたい． 
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